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木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
・
耐
震
補
強
工
事
補
助
事
業

あ
な
た
の
家
は
地
震
に
対
し
て
安
全
で
す
か
？
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市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
工

事
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
木
造
住

宅
耐
震
診
断
事
業
・
耐
震
補
強
工
事

補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

長
野
県
地
震
対
策
基
礎
調
査
に
よ

る
と
、
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
地
震

（
震
度
７
想
定
）が
起
き
た
場
合
、
安

曇
野
市
の
全
壊
・
大
破
す
る
建
物
被

害
は
約
１
万
４
千
戸
（
市
全
体
の
約

20
％
）
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
少
し
で
も
被
害
を
少
な

く
す
る
た
め
、耐
震
診
断
を
受
け
て
、

必
要
に
応
じ
て
補
強
工
事
を
す
る
な

ど
地
震
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅 

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
木
造
在
来
工
法
の
住
宅

（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
・
木
質
プ
レ
ハ

ブ
・
丸
太
組
・
非
木
造
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。
増
築
が
あ
っ
た
場

合
も
当
初
の
建
築
年
度
が
対
象
）

○
個
人
所
有
の
住
宅（
長
屋
・
共
同
住

宅
は
除
く
）

■
申
込
方
法 

　
4
月
2
日
（
水
）
か
ら
募
集
を
開

始
し
ま
す
。
豊
科
総
合
支
所
内
建
築

住
宅
課
に
あ
る
申
出
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

能
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
並
み
の
実
施
戸
数
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
予
定
戸
数
を
超

え
た
場
合
は
、
次
年
度
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住
宅
課
　

　（
TEL 

72
・
３
１
１
１ 

FAX 

72
・
８
３
４
０
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
各
総
合
支
所
で

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

☆どんな診断をするの？ 費用は？ 

①【簡易診断（無料）】（費用は国・県・市が負担）

　専門の診断士が、家にお伺いして外観

などを見ながら、お住まいの人に聞き取

り調査を実施。結果が 1.0 以上の場合は

ひとまず安心。結果が 1.0 未満の場合は

要望により②へ。

②【精密診断（無料）】（費用は国・県・市が負担）

　簡易診断が 1.0 未満の住宅で、補強工

事を前提として、さらに詳しく調査を希

望する人が精密診断の対象になります。

専門の診断士が家の中や天井裏、床下

などに入り、詳細な調査を実施。結果が

1.0 以上の家はまずはひと安心。1.0 未満

の人には補強工事内容などの提案もしま

す。

☆補強工事をしよう！　補助はあるの？ 

診断結果から補強工事を決めた人にも

補助（※所得制限あり）があります。補

強工事費の 2 分の 1（最高 60 万円）が

補助されます。一定以上の成果が出る工

事でないと対象になりませんので、設計

士・工務店などによく相談して工事内容

を決めてください。補強工事以外は対象

外です。

☆税の優遇処置があると聞いたが？ 
補強工事金額により所得税の減免や固

定資産税の軽減があります。

詳細は豊科総合支所内建築住宅課まで

お問い合わせください。
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市
で
は
、
支
え
合
う
地
域
社
会
を

目
指
し
、
市
民
団
体
が
行
う
自
主
的

で
主
体
的
な
地
域
に
根
ざ
し
た
市
民

活
動
事
業
を
支
援
し
、
幅
広
い
市
民

活
動
事
業
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
に
、
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ

く
り
事
業
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
団
体

　
地
域
に
根
ざ
し
た
市
民
活
動
団
体

で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
安
曇
野
市
内
に
活
動
拠
点
を
有
し

て
い
る
こ
と

②
市
民
が
５
人
以
上
構
成
員
に
な
っ

て
い
る
こ
と

③
団
体
設
立
目
的
、
組
織
、
代
表
者
な

ど
に
関
す
る
定
め
が
あ
る
こ
と

④
活
動
の
実
績
が
あ
る
こ
と

■
対
象
事
業
　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

①
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り
組
む
市

民
活
動
事
業
で
、
モ
デ
ル
的
、
発

展
性
が
あ
る
こ
と
。

②
新
た
な
地
域
の
世
代
間
等
市
民
交

流
機
会
の
創
出
が
図
れ
る
こ
と
。

③
経
済
的
、
精
神
的
に
自
立
を
目
指

し
、
継
続
性
が
見
込
め
る
こ
と
。

④
国
・
県
・
市
か
ら
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
。

⑤
宗
教
・
政
治
関
連
事
業
で
な
い
こ
と
。

⑥
特
定
の
企
業
、
団
体
及
び
個
人
の
利

益
を
追
求
す
る
事
業
で
な
い
こ
と
。

※
平
成
19
年
度
に
補
助
金
の
交
付
を

受
け
た
事
業
は
、
内
容
の
充
実
、

規
模
の
拡
大
等
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
、
同
じ
内
容
の
事

業
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
交
付
額

　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
限
度

額
10
万
円

※
対
象
経
費
と
は
、
補
助
対
象
事
業
の

実
施
に
要
す
る
経
費
か
ら
当
該
事
業

収
入
な
ど
の
額
を
除
い
た
も
の
。

※
補
助
対
象
期
間
は
、単
年
度
で
す
。

■
事
業
成
果
発
表
会

　
交
付
を
受
け
た
団
体
同
士
の
交
流

と
協
働
の
啓
発
を
図
る
た
め
、
実
施

事
業
に
つ
い
て
の
成
果
を
発
表
す
る

事
業
成
果
発
表
会
を
一
般
公
開
で
行

い
ま
す
。
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市
で
は
、
都
市
計
画
法
に
定
め
ら

れ
て
い
る
「
市
町
村
の
都
市
計
画
に

関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
を
検
討
し

て
い
く
た
め
、
市
民
意
見
の
集
約
、

合
意
形
成
を
目
的
に
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
（
仮
称
）

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
委
員
会
で
は
、
安
曇
野
市
の

10
年
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
全
体
や
地
域
ご
と
の
将
来
目
標
を

定
め
、
さ
ら
に
そ
の
実
現
の
た
め
の

道
筋
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
土
地
利
用
市
民
検
討
委
員
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
「
安
曇
野
市
の
統
一

し
た
土
地
利
用
管
理
に
向
け
て
の
提

言
」
を
具
体
的
に
運
用
し
て
い
く
た

め
の
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い

ま
す
。

■
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
か
勤
務
し
、
年
齢
20
歳
以
上
の

人
で
、
月
に
１
回
程
度
開
催
さ
れ

る
会
議
（
基
本
的
に
昼
間
に
開
催
）

に
計
画
策
定
終
了
ま
で
責
任
を
持

っ
て
出
席
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

公
務
員

③
本
市
の
附
属
機
関
等
の
公
募
に
よ

　
る
委
員

■
募
集
人
数
　
３
人

■
任
期
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

　
ン
策
定
終
了
ま
で
（
平
成
23
年
3

月
予
定
）

■
報
酬
　
会
議
出
席
ご
と
に
、
市
の

規
定
に
よ
り
お
支
払
い
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
豊
科
総
合
支
所
内
都

市
建
設
部
都
市
計
画
課
窓
口
に
あ

る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
小
論
文
を
添
え
て
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
書
類
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
小
論
文
テ
ー
マ

　「
10
年
後
の
安
曇
野
市
の
す
が
た
」

■
応
募
期
限
　

4
月
21
日
（
月
）

■
選
考
方
法
　
応
募
用
紙
お
よ
び
小

論
文
に
よ
る
書
類
選
考
を
行
い
ま

す
。
選
考
を
公
正
か
つ
円
滑
に
行

う
た
め
、
選
考
委
員
会
を
設
け
て

行
い
ま
す
。
選
考
結
果
は
５
月
９

日
（
金
）
ま
で
に
応
募
者
全
員
に

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
か
ら
通

知
し
ま
す
。

問
〒
３
９
９-

８
２
０
５

　
安
曇
野
市
豊
科
４
３
４
０

　
豊
科
総
合
支
所
内

　
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　（
TEL 

72
・
３
１
１
１ 

FAX 

72
・
８
３
４
０
）
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
委
員
会
（
仮
称
）
委
員
を
募
集
し
ま
す

4 月から妊婦一般健康診査受診票発行枚数を拡充
check
B O X

　市では、少子化対策の一環として、妊娠・出産にかかる経済的負担の軽減と妊
娠中の健康管理に役立ててもらうため、平成 20 年 4 月 1 日から妊婦健診の公費
負担回数を２回から５回に増やします。平成 20 年 4 月 1 日以降に母子手帳を交
付された人から 5 回分の妊婦一般健康診査受診票を発行します。
　平成 20 年 3 月 31 日以前に母子手帳の交付を受けている人には、経過措置を設
け、個別に通知を送付しますので、内容をご確認ください。
問穂高健康支援センター内健康福祉部健康推進課（TEL81・0726 FAX81・0703）
　豊科保健センター（TEL72・9970 FAX72・9044）　穂高保健センター（TEL81・0711 FAX81・0703）
　三郷保健センター（TEL77・9111 FAX77・9113）　堀金保健センター（TEL73・5770 FAX73・5775）
　明科保健センター（TEL81・2251 FAX81・2943）

平
成
20
年
度
　
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金

つ
な
が
る
元
気
、
ひ
ろ
が
る
協
働
を
応
援
し
ま
す

地域づくり事業補助金の申請の開始は４月２日（水）

対象事業例

・伝統行事の継承
・郷土の宝探しと郷土史マップづくり
・地区防犯パトロールと子どもの交流
・里山・森林の整備
・食やくらしに役立つ情報収集と発信
・子どもの遊び場づくりと地域交流

※総合支所ごとに選考委員会を設置して、選考を行い
ます。

■申請受付期間 4 月 2 日（水）～ 30 日（水）
■提出書類 ①つながりひろがる地域づくり事業補助金申請書（様式 1 号）
 ②市民活動団体の規約　③役員名簿　④予算積算資料
　　　※申請書は、各総合支所地域支援課または市ホームページからダウンロードできます。
■申請受付場所 申請団体の活動拠点のある総合支所地域支援課まちづくり推進係へ持参してく 
 ださい。
問各総合支所地域支援課まちづくり推進係
　豊科（TEL72・3111 FAX72・8340）　穂高（TEL82・3131 FAX82・6622）
　三郷（TEL77・3111 FAX77・6060）　堀金（TEL72・3106 FAX72・4900）
　明科（TEL62・3001 FAX62・4747）
　または県安曇野庁舎内まちづくり推進課（TEL71・2000 FAX72・1223）
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消　防 明科駅前駐車場地域消防の充実に向けて、消防車両2台を更新 利用者の立場に立った駐車場の運営方針・方法を提言

固定資産税

安
曇
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
た
男
女
共
同

参
画
社
会
形
成
推
進
委
員
会
（
山

田
安
子
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
計

画
を
ま
と
め
、
平
林
市
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　
同
推
進
委
員
会
は
、
平
成
18
年

10
月
に
発
足
し
、
合
併
前
の
旧
５

町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
て
い
た

計
画
の
見
直
し
と
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
よ
り

効
率
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
に
「
安
曇
野
市
男
女
共
同
参
画

計
画
」の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
3
月
に
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
に
関
す
る
市
民
意
向

調
査
を
18
歳
以
上
の
市
民
（
３
、

０
０
０
人
）
お
よ
び
市
内
に
あ
る

２
０
０
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し

た
ほ
か
、
公
募
市
民
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
、
現
状
と

課
題
を
取
り
上
げ
、
委
員
会
で
検

討
を
重
ね
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
４
つ
の
基
本
目
標

を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
具

体
的
目
標
と
具
体
的
な
施
策
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
山
田
会
長
は

「
お
互
い
が
支
え
合
う
こ
と
が
大

切
で
、
そ
の
た
め
に
家
庭
・
家
族

が
基
本
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ

て
、計
画
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

男
女
が
力
を
合
わ
せ
な
い
と
社
会

づ
く
り
、
家
庭
づ
く
り
は
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、
平
林

市
長
は
「
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
手

作
り
で
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
こ

の
計
画
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
安
曇

野
市
ら
し
い
計
画
と
し
て
推
進
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
４
月
下
旬
に
全
戸
配
布
す

る
予
定
で
、
今
後
は
市
民
・
事
業

者
・
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
て

計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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縦覧帳簿の縦覧と固定資産課税台帳の閲覧ができます

　縦覧帳簿と固定資産課税台帳で
固定資産税の内容が確認できます。

問豊科総合支所内資産税課

　（TEL72・3111 FAX72・8340）

【縦覧帳簿の縦覧】
　固定資産税の納税者は、自分の所有する固
定資産と、他の固定資産の価格を比較するた
め、土地価格等縦覧帳簿または家屋価格等縦
覧帳簿を縦覧できます。

　縦覧期間および時間
　　4 月 1 日（火）～ 30 日（水）
　午前8時30分～午後5時15分（閉庁日を除く）
　縦覧場所＝豊科総合支所内資産税課
　持ち物＝縦覧する人が固定資産税の納税義

務者であることを確認するため、
免許証などの身分を証明するもの

【固定資産課税台帳の閲覧】

　4 月から平成 20 年度の課税台帳が閲覧できる

ようになりました。閲覧場所や持ち物は次のと

おりです。

閲覧開始日　4 月 1 日（火）（閉庁日を除く）

閲覧場所　豊科総合支所内資産税課または

　　　　　各総合支所地域支援課税務会計係

持ち物　自分の課税台帳を閲覧する人は、免許

　　　　証などの身分証明書と印鑑

　　　　代理人は、免許証・印鑑・委任状

　　　　借地借家人が該当する固定資産の課税

　　　　台帳を閲覧する場合は、賃貸借契約書

　　　　など、当該資格を証明する書面

証明手数料　1 通 300 円

　　　　※ 4 月 1 日～ 30 日の縦覧期間中は無料

　市では、平成 20 年度の固定資産税納税通知書を 4 月

10 日（木）ころに発送します。お手元に届きましたら、

内容をご確認のうえ、納め忘れのないように早めの納付

にご協力ください。

　また、安全で便利な口座振替もおすすめしています。

■平成 20 年度 固定資産税の納期限

第１期　 4 月30日（水） 第２期　7月31日（木）

第３期　12月25日（木） 第４期　平成21年3月2日（月）

　市は 2 月 29 日、消防車両の配置式を本庁舎前で

行いました。

　更新された車両は、消防ポンプ自動車１台と小

型動力ポンプ付き積載車１台の合計 2 台で、明科

七貴を管轄している第 8 分団第 1 部、第 2 部に配

備しました。旧車両は、配置から約 20 年が経過し、

老朽化が進んでいました。新車両はポンプなどの

性能も高く、防災力の一層の強化が期待できます。

宮澤一雄副団長は、「性能を発揮できるように、十

分な訓練を積み重ねたい」と、活動の充実を誓い

ました。

平成 20 年度　固定資産納税通知書を発送します

地域防災の中心的な役割が期待される

男
女
共
同
参
画

安
曇
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

男
女
が
対
等
な
立
場
で
参
画
の
機
会
が
確
保
さ
れ
、
と
も
に
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　明科駅前駐車場研究・検討会（山崎忠雄委員長）
は 2 月 29 日、駅前駐車場の今後のあり方をまとめ
た提言書を、市に提出しました。
　明科駅前駐車場は、駅周辺への買い物等や公園利
用のために短時間利用駐車場として設置されていま
したが、無料ということもあり、他の目的での長
時間駐車が恒常化していて苦情も寄せられていまし
た。こうした状況を受け、委員会では昨年 11 月か
ら利用者の立場にたった解決策と運営方針を研究・
検討してきました。提言では、市民サービスの向上、
管理経費節減などから運営（管理）方法は指定管理
者委託が望ましく、利用状況によっては有料化もや
むを得ないとしています。 JR 明科駅前の駐車場

男女共同参画社会の実現を目指して
～認め合い 支え合い 輝く安曇野～

１、人権の尊重と男女共同参画意識の高揚

２、男女に均等な参画機会の促進

３、男女が共に活躍できる安心な環境づくり

４、男女がお互いを尊重し健やかに暮らせる

　　社会づくり

計画の基本目標

完成した計画案を手渡す山田会長



　
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
謄
本
等

　
請
求
の
際
に
本
人
確
認
を
実
施

　
市
で
は
、
住
民
異
動
届
や
戸
籍
の

届
出
等
の
際
、
窓
口
で
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
住

民
票
や
戸
籍
等
の
個
人
情
報
の
保
護

と
不
正
請
求
抑
止
の
た
め
、
住
民
基

本
台
帳
法
な
ら
び
に
戸
籍
法
の
改
正

等
が
行
わ
れ
、
新
た
に
5
月
1
日
か

ら
住
民
票
や
戸
籍
等
の
証
明
書
を
請

求
す
る
場
合
も
本
人
確
認
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
証
明
等

住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
、
戸
籍
・
改
製
原
戸
籍
・

除
籍
の
謄
抄
本
、
戸
籍
届
書
受
理

証
明
書 

、
戸
籍
届
書
記
載
事
項
証

明
書
、
戸
籍
附
票
の
写
し
　
等

■
本
人
確
認
の
方
法 

　
証
明
書
等
の
請
求
の
際
に
、
窓
口

に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
で
き
る

書
類
（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
の
顔
写
真
や
氏
名
が
記
載
さ
れ

て
い
る
公
共
機
関
発
行
の
も
の
）
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
が
な

い
場
合
は
、
健
康
保
険
証
、
年
金
手

帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
公

的
機
関
が
発
行
し
た
も
の
を
２
枚
提

示
す
る
か
、
保
険
証
等
と
社
員
証
・

学
生
証
な
ど
の
民
間
の
証
明
を
組
み

合
わ
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
身

分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は

聞
き
取
り
に
よ
る
確
認
を
行
い
ま
す
。

問
穂
高
総
合
支
所
内

　
市
民
環
境
部
市
民
課
市
民
係

　（
TEL 

82
・
３
１
３
１ 

FAX 

82
・
６
６
２
２
）

　
集
ま
れ
！
薪
ス
ト
ー
ブ
愛
好
家

　
薪
提
供
事
業
を
行
い
ま
す

　
松
本
広
域
森
林
組
合
と
市
で
は
、

森
林
整
備
な
ど
で
伐
採
し
た
広
葉
樹

（
主
に
ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ
）を
薪
ス
ト
ー

ブ
燃
料
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
、

薪
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

■
日
時
　

4
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

■
場
所
　
明
科
中
川
手
の
森
林

■
内
容
　
既
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
を

各
自
で
約
30
㍍
を
運
搬
し
て
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
薪
の
提
供
量
　
１
人
に
つ
き
最
大

で
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台（
約
３
０
０
㌔
）
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国
保
高
額
療
養
費
・
国
保
療
養
費

　
福
祉
医
療
費
の
支
給
日
の
変
更

安
曇
野
市
の
国
民
健
康
保
険
高
額

療
養
費
、
国
民
健
康
保
険
療
養
費
お

よ
び
福
祉
医
療
費
の
支
給
日
が
、
4

月
か
ら
毎
月
第
4
水
曜
日
と
な
り
ま

す
。（
休
日
の
場
合
、
支
給
日
は
翌
日

と
な
り
ま
す
）
こ
れ
ま
で
の
支
給
日

と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
旧
】
毎
月
25
日

　
　
　
　
　
↓

【
新
】
毎
月
第
4
水
曜
日

（
平
成
20
年
4
月
以
降
）

問
【
国
民
健
康
保
険
】

穂
高
総
合
支
所
内
市
民
環
境
部

市
民
課
国
保
年
金
担
当
　

　（
TEL 

82･

３
１
３
１ 

FAX 

82
・
６
６
２
２
）

　
【
福
祉
医
療
】

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係
　

　（
TEL 

81･

０
７
１
６ 

FAX 

81
・
０
７
０
３
）

　
ご
存
じ
で
す
か

　
生
き
が
い
講
座
支
援
事
業

　
市
で
は
、「
生
き
が
い
講
座
支
援
事

業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
域
で
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ

く
り
を
実
践
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
支

援
す
る
事
業
で
す
。

■
対
象
　
65
歳
以
上
の
お
お
む
ね
10

人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

■
対
象
事
業
例

　
介
護
予
防
講
座
・
趣
味
教
養
講
座
・

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■
補
助
内
容
　
講
師
謝
礼
・
会
場
使

用
料
の
一
部
　
な
ど

■
申
請
方
法
　
事
業
を
実
施
す
る
前

に
、
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康
福
祉
部

高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　（
TEL 

81
・
０
７
３
１ 

FAX 

81
・
０
７
０
３
）
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標準小作料が改定されました

　農業委員会 2 月定例総会が 2 月 29 日に開催

され、平成 20 年 4 月から適用される標準小作

料が下表のとおり承認され、改定されました。

農地の利用権設定（農地の貸借）の際に、賃借

料の目安として参考にしてください。
※一覧表は標準額ですので、状況に応じて双方の話し合

いで決めてください。
※豊科地域の市街化区域内の水田は、条件が異なるので

双方の話し合いで決めてください。

■
定
員
　
10
人（
ス
ト
ー
ブ
１
台
に
つ

　
き
１
人
の
応
募
で
受
け
付
け
ま
す
）

※
安
曇
野
市
在
住
者
に
限
り
ま
す

※
提
供
量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
定

　
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
受
付
期
間
　

　
4
月
14
日
（
月
）
～
18
日
（
金
）

■
参
加
負
担
金
　
２
、０
０
０
円

　（
傷
害
保
険
料
と
森
林
組
合
手
数
料
）

■
そ
の
他
　
受
け
付
け
を
し
た
人
に

は
、
場
所
・
負
担
金
納
入
先
・
当

日
の
持
ち
物
な
ど
を
記
載
し
た
案

内
書
を
後
日
送
付
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
松
本
広
域
森
林
組
合

　
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
松
本
広
域
森
林
組
合

　（
TEL 

77
・
２
４
１
３ 

FAX 

77
・
２
６
３
５
） 

◇
訂
正
と
お
詫
び
◇

広
報
あ
づ
み
の
（
３
月
５
日
発
行
）

■
３
ペ
ー
ジ
　
防
災
講
演
会
の
記
事

【
誤
】
岐
阜
県
災
害
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

【
正
】
岐
阜
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

【
誤
】
約
２
０
０
人
　

【
正
】
約
４
０
０
人

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 問三郷総合支所内農業委員会事務局

　　　　（TEL77・3111 FAX77・6060）

標　準　小　作　料　一　覧

４月の納期
●固定資産税………………………………………… （１期）

●介護保険料……………………………………… （４月分）

●水道料金…………………………………（穂高・三郷地域）

●下水道使用料…………………… （豊科・堀金・明科地域）

＝納期限は４月３０日（水）＝
※休日納付窓口は、４月６日（日）です。

　各総合支所の窓口で市税・各種料金などの納付ができます。

春の全国交通安全運動が始まります
～子どもと高齢者を交通事故から守りましょう～

　「信濃路は　ルールとマナーの　走るみ
ち」をスローガンに、春の全国交通安全運
動が 4 月 6 日（日）～ 15 日（火）まで行わ
れます。
　新しい季節の到来とともに、いよいよ小
学校や保育園・幼稚園などへの新入学（園）
児たちの通学通園が始まります。私たち一
人ひとりが優しさと思いやりと、少しの余
裕を持って、子どもたちを交通事故から守
ってあげましょう。また、子どもを交通事
故から守るためには、家庭から交通ルール
の大切さ、ルールを守ることを教えること
が重要です。身近な道路を一緒に歩いて、
交通安全を確認しましょう。子どもは大人
の行動を見ながら物事を覚えていきます。
大人自らが交通ルール、マナーの手本とな
るように努めましょう。市内では夜間、歩
行中に事故に遭うケースが増えています。
特に高齢者の皆さんは自分自身を守るた
め、夜光反射材などを着用しましょう。
　期間中は関係機関などによる啓発活動が
展開されます。市民の皆さんのご理解とご
協力をお願いいたします。

問穂高総合支所内市民環境部環境課
（TEL82・3111　FAX82・6622）

10 ａ当たり

  地域

農地の区分
豊科 穂高 三郷 堀金 明科 備　考

水田

上 14,500 13,000 ほ場整備済の水田・作業のし易い水田

中 11,000 8,500 未整備水田・上田・下田に該当しない水田

下 7,500 7,000 小面積の未整備水田・作業の困難な水田

畑

上

定めない 4,500

11,500

定めない

生産力の高い普通畑・作業のし易い普通畑

中 8,500 上普通畑・下普通畑に該当しない普通畑

下 4,500 生産力の低い普通畑・作業の困難な畑

樹園地 定　め　な　い



　
豊
科
地
域
市
民
農
園
利
用
者

野
菜
な
ど
の
栽
培
を
通
し
て
自
然

と
触
れ
合
う
と
と
も
に
、
農
業
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
市
民
農
園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
若
干
の
空
き
区
画
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。
市
内
に
お
住
ま
い

で
農
園
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
場
所

・
下
鳥
羽
農
園
　
　
　
３
区
画

・
下
飯
田
農
園
　
　
　
３
区
画

■
利
用
期
間
　
利
用
決
定
の
日
か
ら

平
成
21
年
３
月
31
日
（
火
）

■
農
園
面
積
・
利
用
料

・
下
鳥
羽
農
園

50
平
方
㍍
　
２
、０
０
０
円

・
下
飯
田
農
園

30
平
方
㍍
　
１
、２
０
０
円

■
申
込
受
付
期
間

4
月
7
日
（
月
）
～
15
日
（
火
）

■
申
込
方
法
　
利
用
希
望
農
園
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
電
話

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

（
後
日
）
に
な
り
ま
す
。

問
豊
科
総
合
支
所

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（
TEL 

72
・
３
１
１
１ 

FAX 

72
・
８
３
４
０
）

　
農
業
体
験
受
講
生

三
郷
地
域
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
企

画
運
営
す
る
「
三
郷
や
す
ら
ぎ
運
営

委
員
会
」
で
は
、
農
作
物
の
栽
培
や

加
工
す
る
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
農

業
体
験
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

１
年
を
通
し
、
大
豆
、
そ
ば
、
野

菜
等
を
栽
培
・
収
穫
し
、
自
分
た
ち

の
手
で
こ
ん
に
ゃ
く
、
み
そ
、
と
う

ふ
、
そ
ば
な
ど
に
加
工
す
る
体
験
を

通
じ
て
食
の
大
切
さ
、
農
作
物
を
作

る
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。
家
族
で
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時
　
開
講
式
を
５
月
上
旬
に
予

定
し
て
い
ま
す
。
以
後
３
月
ま
で

の
期
間
に
年
８
回
程
度
の
体
験
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

■
場
所
　
安
曇
野
市
三
郷
や
す
ら
ぎ

空
間
施
設
（
広
域
農
道
沿
い
み
さ

と
サ
ラ
ダ
市
前
、
古
民
家
お
よ
び

農
場
）

■
年
会
費
　
１
、
０
０
０
円
（
別
途

加
工
体
験
等
に
は
実
費
費
用
が
か

か
り
ま
す
）

■
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
受
付
　

4
月
9
日
（
水
）
か

ら
4
月
18
日
（
金
）
ま
で
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

問
三
郷
総
合
支
所
産
業
建
設
課

産
業
振
興
係

　（
TEL 

77
・
３
１
１
１ 

FAX�

77
・
６
０
６
０
）

　
三
郷
地
域
農
作
業
支
援
者

　
三
郷
地
域
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
繁
期
に
農
作
業
を
支
援
し
て

い
た
だ
く
「
農
作
業
支
援
者
」
を
募

集
し
ま
す
。

■
作
業
内
容

　
リ
ン
ゴ
の
適
花
や
葉
摘
み
、
収
穫

な
ど

■
農
作
業
時
期

　
５
月
～
11
月
の
農
繁
期

■
報
酬
　
時
給
８
０
０
円

■
作
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４

時
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
作
業
に

よ
っ
て
前
後
し
ま
す
。

■
条
件
な
ど

・
健
康
で
、
一
定
期
間
継
続
し
て
作

業
の
で
き
る
人
を
募
集
い
た
し
ま

す
。

・
作
業
す
る
農
場
ま
で
は
、
ご
自
身

で
赴
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
当

初
は
ご
案
内
い
た
し
ま
す
）

・
交
通
費
な
ど
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
作
業
時
の
昼
食
は
、
自
ら
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

・
作
業
は
農
家
か
ら
の
依
頼
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
第
１
次
募
集
期
間
　

・
４
月
７
日
～
21
日(

締
め
切
り
後

も
随
時
、応
募
を
受
け
付
け
ま
す)

※
昨
年
支
援
者
と
し
て
登
録
い
た
だ

い
た
人
も
、
改
め
て
登
録
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
三
郷
総
合
支
所
産
業

建
設
課
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
三
郷
総
合
支
所

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（
TEL 

77
・
３
１
１
１ 

FAX�

77
・
６
０
６
０
）
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■
参
加
資
格
　
次
の
①
～
④
の
条
件

に
該
当
し
て
い
る
こ
と

①
長
野
県
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支
部

会
員
で
あ
る
こ
と
（
開
校
当
日
入

会
可
・
年
会
費
１
、０
０
０
円
）

②
参
加
す
る
犬
の
年
齢
が
3
カ
月
以

上
で
あ
る
こ
と

③
講
習
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
こ
と

④
松
本
保
健
所
管
内
（
安
曇
野
市
お

よ
び
近
隣
市
町
村
）
在
住
の
人

■
定
員
　
先
着
30
組

■
参
加
費
　
５
、０
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

■
申
込
方
法
　
長
野
県
動
物
愛
護
会

安
曇
野
支
部
事
務
局
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　

4
月
30
日
（
水
）

■
そ
の
他
　
①
開
校
式
に
は
犬
を
連

れ
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
②
参

加
で
き
る
の
は
、
１
家
族
１
頭
で

す
。（
犬
種
は
問
い
ま
せ
ん
）
③
春

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

問
松
本
保
健
所
内
長
野
県
動
物
愛
護

会
安
曇
野
支
部
事
務
局

　（
TEL 

40
・
１
９
４
３ 

FAX 

47
・
９
２
９
３
）

　
高た

か

だ

み

つ

な

り

田
充
也
氏
講
演
会

　「
民
話
あ
れ
こ
れ
」

　
信
州
児
童
文
学
会
員
、
日
本
児
童

文
学
者
協
会
会
員
で
、「
犀
川
の
民

話
」
著
者
の
高
田
充
也
さ
ん
に
よ
る

民
話
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
朗
読
グ
ル
ー
プ
ひ
ば
り

の
会
に
よ
る
大
型
紙
芝
居
「
犀
竜
小

太
郎
」
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　

4
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
2
時
～

■
場
所
　
明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交

流
学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

問
明
科
図
書
館

　（
TEL 

62
・
１
１
２
２ 

FAX 

62
・
１
１
２
４
）

　「
第
24
回
白
鳥
写
真
展
」
開
催

　
豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、
公
募
に

よ
る
白
鳥
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

一
般
の
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
白
鳥
の
姿
か
ら
そ
の
生
態
や

厳
し
い
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
身
近
な
郷
土
の
冬
鳥
に
親

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
会
期
　

4
月
3
日（
木
）～
20
日（
日
）

■
会
場
　

　
豊
科
郷
土
博
物
館
１
階
展
示
室

■
開
館
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

■
入
館
料

大
人
　
　
１
０
０
（
80
）
円

　
小
中
生
　
50
（
40
）
円
　

　（
　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

問
豊
科
郷
土
博
物
館

　（
TEL  

FAX 

72
・
５
６
７
２
）

　
第
25
回 

早
春
賦
ま
つ
り

　
安
曇
野
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
早

春
賦
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

早
春
賦
愛
唱
会
等
に
よ
る
早
春
賦

の
三
世
代
合
唱
や
ア
ル
パ
ク
ラ
ブ
に

よ
る
演
奏
、
会
場
内
全
員
に
よ
る
早

春
賦
大
合
唱
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　

4
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
11
時
～
正
午

■
場
所
　
穂
高
川
右
岸
早
春
賦
歌
碑

前
（
穂
高
等
々
力
）

問
三
郷
総
合
支
所
内
産
業
観
光
部

商
工
観
光
課
内
早
春
賦
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局

（
TEL 

77
・
３
１
１
１ 

FAX�

77
・
６
０
６
０
）

9 広報あづみの　お知らせ版　2008. ４. ２

募

集

　
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　
長
野
県
動
物
愛
護
会
安
曇
野
支
部

で
は
、
人
と
犬
が
よ
り
良
い
関
係
を

築
き
、
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
す

る
た
め
の
犬
の
し
つ
け
方
教
室
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
催
日
程

催

し

教

室

 

内　　容 日　程 時　　間 場　　所

1 開校式（学科講習） 5月 11日（日） 午後1：00～ 4：00
ふれあいホール

（豊科保健センター隣）

2

実技講習

(雨天中止の

場合は次の

土曜日に順

延)

第1回 5月18日（日）

午前9：00～10：30
豊科南部総合公園

第2回 5月25日（日）

第3回 6月 1 日（日）

第4回 6月 8 日（日）

第5回 6月15日（日）

3 閉校式（実技講習） 6月22日（日） 午前9：00～12：00



　
春
の
特
別
展

　
音
に
恋
し
た
美
術
展

豊
科
近
代
美
術
館
で
は
、
特
別
展

「
音
に
恋
し
た
美
術
展
」
を
開
催
し

ま
す
。
美
術
作
品
の
中
に
は
楽
器
や

コ
ン
サ
ー
ト
の
模
様
を
描
い
た
作
品

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
絵
画

で
あ
り
な
が
ら「
音
楽
」や「
音
」を
感

じ
る
作
品
、「
音
」を
発
す
る
現
代
美

術
作
品
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
「
音
」
に

ま
つ
わ
る
作
品
を
展
示
す
る
と
同
時

に
、
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
や
グ
ァ

ル
ネ
リ
と
い
っ
た
名
器
と
呼
ば
れ
る

バ
イ
オ
リ
ン
を
展
示
し
ま
す
。ま
た
、

製
作
さ
れ
て
か
ら
３
０
０
年
経
っ
た

今
で
も
、
美
し
い
音
色
を
奏
で
る
こ

れ
ら
の
楽
器
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
ま
す
。

■
会
期
　

4
月
19
日(

土)

～
6
月
1
日(

日)

■
入
館
料
　
一
般
８
０
０(

７
０
０)

円

　
大
高
生
５
０
０(

４
０
０)

円

　
小
中
生
３
０
０(

２
０
０)

円

　（
　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

■
出
品
作
家
　
マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ
ー

ル
、
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
、
難
波

田
龍
起
、
金
沢
健
一
ほ
か

◇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
◇

・
日
時
　

4
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

両
日
と
も
午
後
２
時
～

・
会
場
　
近
代
美
術
館
多
目
的
ホ
ー
ル

・
出
演
　
松
田
淳
一（
大
阪
音
楽
大
学
）

・
内
容
　
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
な

　
　
　
　
ど
出
品
楽
器
の
演
奏

・
参
加
費
　
無
料
（
入
館
券
の
半
券

　
　
　
　
　
が
必
要
）

問
豊
科
近
代
美
術
館

　（
TEL 
73
・
５
６
３
８ 

FAX 

73
・
６
３
２
０
）

　
南
安
曇
農
業
高
等
学
校 

開
放
講
座

　
笑
顔
満
開
！

　
リ
ン
ゴ
と
ブ
ド
ウ
の
栽
培
体
験
交
流
講
座

親
子
で
リ
ン
ゴ
と
ブ
ド
ウ
の
栽
培

管
理
か
ら
収
穫
物
の
調
理
ま
で
の
体

験
を
通
し
て
、
生
き
物
を
育
て
る
喜

び
と
大
変
さ
を
実
感
し
農
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
ま
す
。

■
開
催
日
程

　
第
１
回
　

5
月
3
日
（
土
）

　
第
２
回
　

5
月
24
日
（
土
）

　
第
３
回
　

6
月
7
日
（
土
）

　
第
４
回
　

6
月
28
日
（
土
）

　
第
５
回
　

9
月
13
日
（
土
）

　
第
６
回
　
10
月
4
日
（
土
）

　
第
７
回
　
11
月
8
日
（
土
）

　
各
回
と
も
に
午
前
9
時
30
分
～
正
午

■
場
所
　
南
安
曇
農
業
高
等
学
校
お

よ
び
第
２
農
場

■
講
師
　
グ
リ
ー
ン
サ
イ
エ
ン
ス
科

２
・
３
年
生
と
担
当
教
職
員

■
対
象
者
　
市
内
全
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
で
54
人
程
度
（
親
子
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

■
費
用
　
大
人
１
人
３
、０
０
０
円

（
材
料
費
等
を
最
終
日
に
徴
収
。

子
ど
も
は
無
料
）

■
申
込
方
法
　

4
月
18
日
（
金
）
ま

で
に
申
込
書
を
同
校
に
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
持
参
の
い
ず
れ
か
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

同
高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
同
校
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

問
〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
５
３
７

南
安
曇
農
業
高
等
学
校

　（
TEL 
72
・
２
１
３
９ 

FAX�

71
・
１
１
５
０
）

　
ま
た
は
豊
科
公
民
館

　（
TEL�

72
・
２
１
５
８ 

FAX 

73
・
６
４
０
１
）
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地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成

　
海
外
視
察
研
修
者
の
募
集

　（
社
）国
際
女
性
教
育
振
興
会
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る
た

め
に
、
全
国
か
ら
地
域
リ
ー
ダ
ー
を

目
指
す
人
を
対
象
に
、
海
外
視
察
研

修
を
行
い
、
各
地
域
で
行
政
と
民
間

の
両
方
か
ら
提
言
・
企
画
・
実
践
で

き
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
海
外
視

察
研
修
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
視
察
研
修
場
所
・
研
修
期
間

【
オ
ラ
ン
ダ
】

・
研
修
テ
ー
マ
　「
教
育
」～
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
先
進
国
の
平
等

推
進
を
探
る
～

・
研
修
期
間
　
11
月
6
日
か
ら
8
日
間

【
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
】

・
研
修
テ
ー
マ
　「
福
祉
」～
若
者
と

高
齢
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）
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た
は
申
込
方
法
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３
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３
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５
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人
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・
２
０
０
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・
５
０
０
０
）
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「茶のみ友だち」よっといで !!　～昔の子育てについて～
Information
B O X

　安曇野地域住民ネットワーク福祉グループ「茶のみ友だち」は、熟年期の生きがいづくりの活動
をしています。今回は、昔の子育てや若い世代に伝えたいことなどについて語り合う座談会です。
さまざまな社会福祉活動に携わっている山崎健治さんを囲んで、子育てをしている世代に伝えたい
ことを語り合ってみませんか。
■日　時　4 月 20 日（日）　午後１時～
■場　所　真々部公民館（とよしな旬彩市の南）
■参加費　300 円
■その他　車でお越しの場合は、真々部公民館駐車場を利用してください。
問片桐さん（TEL77・5382）中槇さん（TEL73・3219）
　または穂高健康支援センター内健康福祉部社会福祉課（TEL81・0716 FAX81・0703）

消防団応援ミュージカル

「地震カミナリ火事オヤジ」
　劇団ふるさときゃらばんと安曇野市消防団の共催
により、全国で活動する多くの消防団員とその家族の
本音をもとに作られた消防団応援ミュージカル「地震
カミナリ火事オヤジ」が公演されます。このミュージ
カルは消防団の置かれている現状をしっかり見据え、
地域を愛する気持ち、家族愛、お年寄りの問題などさ
まざまなテーマが生き生きと描かれています。ぜひ、
消防団の奮闘する姿をご覧ください。
■日時　4 月 17 日（木）
　　　　開演　午後 6 時 30 分（開場　午後 6 時）
■場所　穂高会館
■チケット　一　般　3,500 円（当日 4,000 円）
　　　　　　ペア券　5,000 円（当日 6,000 円）
チケットは、穂高会館・危機管理室・平安堂あづみ野店
でお求めいただくか、ふるさときゃらばんチケットセ
ンター（ 0120－057－761）へお申し込みください。
問堀金総合支所内危機管理室
　（TEL72・6769　FAX72・6739）

入札規約結果（平成20年2月分）

  碌山公園 研成ホール
      （４月展示予定）

①岡本諒
けいいち

一作品展　
　～小品・安曇野の逍遥～

■日時 4月10日（木）～14日（月）
 午前10時～午後6時
 （最終日は午後5時まで）
■内容 現代洋画展
■入場料　無料
問岡本さん（TEL 090・1829・1431）

②暮らしのなかの木と家具展
　～創作家具と家づくり～

■日時 4月17日（木）～21日（月）
 　　　17日 午後 1 時～午後6時
 18日～20日 午前10時～午後6時
 　　　21日 午前10時～午後3時
■内容 木工作品（家具・遊具・小木工品） 
 の展示
・家具や暮らしづくり（家づくり）に関
　する相談コーナー
・木に親しむためのワークショップ
　（日時限定）
■入場料　無料
問JIO工房(TEL0261・29・2350)
　URL　http://odatokio.com
 　高松建築工房（TEL82・1260）
　URL　www.takamatsu-log.com

③碌山美術館開館50周年記念
　藤原真理チェロコンサート

■日時　4月22日（火）
 午後6時開場　午後6時30分開演
■演目　バッハ：無伴奏チェロ組曲
　　　　　　　 第1、4番
　　　　黛敏郎：BUNRAKUほか
■入場料　3,000円（全席自由）
問碌山美術館82・2094
　研成ホール82・0769

④碌山美術館開館50周年記念
　赤沼淳夫写真展
　―碌山美術館、燕岳、安曇野　四季の心象

■日時　4月24日（木）～5月6日（火）
　　　　午前 9 時～午後 5 時
　（会期中無休：最終日は午後 4 時まで）
■内容　四季の安曇野の写真展
■入場料　無料
問研成ホール（TEL82・0769）

工　事　名 工事箇所 請負者 請負代金

（国補）　公共下水道下飯田北枝線　第１工区管渠工事 豊科高家 ㈱振興建設                              21,630,000 

（国補・市単）　特環公共下水道小岩岳　５工区管渠工事 穂高有明 共和興業㈱                              19,761,000 

（国補）　公共下水道真々部中央枝線　第５工区管渠工事 豊科高家 ㈱佐原建設                              16,432,500 

南部学校給食センター　駐車場整備工事 南部学校給食センター 富士開発㈱                              8,400,000 

（国補・市単）特環公共下水道関連　道路占用路面復旧（古厩地区その２）工事 穂高有明 ㈱武井組                                5,617,500 

豊科南中学校体育館　照明修理工事 豊科南中学校　豊科北中学校 ㈲赤羽電気商会                          2,940,000 

ストラディバリウス

（単位：円）
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